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1神 話化された 「世紀末ウィーン文化」のイメージ

昨今のオカル ト・ブームや宗教的なもの、神秘的なものへの関心は、「世紀末」とい う現代の閉

塞 した時代意識を反映しているように見える。それはバブル崩壊後の経済不況や袋小路に陥った

環境問題、あるいは解決しがたい人口問題 といった大きな問題から、コミュニケーシ ョン不能に

陥った教育問題に至るまで、未来への展望を開くことのできない現代人の欝屈 した窒息感や時代

の自己崩壊感覚と繋がっているように思われる。 ここ10年来各地で頻繁に開催 された 「世紀末」

芸術展覧会にしても、そ うしたいわゆる世紀末的雰囲気にとらわれた観客の興味を当て込も うと

する商業的意図を感 じる。最近矢継ぎ早に刊行された玉石混淆のいわゆる 「ウィーンもの」の出

版ラッシュも同様である。そこに散見 される 「世紀末 ウィーン文化」が持つイメージは、相変わ

らず欄熟 した退廃的文化のエ トスに彩 られた 「夢」や 「死」、「エロスとタナ トス」 といった退嬰

的で装飾的な印象主義的唯美性に還元される。 とくにクリム トを始めとする世紀末美術の装飾的

象徴主義 と、シュニッツラーやアルテンベルクらの文学的耽美主義のイメージがそ うした傾向の

主低音を奏でている。そこには憂愁を帯びた一種の貴族性と帝国没落前の 「昨 日の世界」へのノ

スタルジーとオマージュが込 められて一層憂欝な審美性を想起 させると同時に、相変わ らず

ウィーン礼賛の響 きが伝わってくる。そ して現世紀末と前世紀末との間にある照応関係、すなわ

ち現実や事物からの遊離感覚ないしは現実の不在意識が支配的 とな り、逆に仮想現実が リア リ

ティーを持ちうる倒錯的な状況が世紀末ブームを生む一因ともなっている。安定した現実感覚を

奪われたこのポス トモダンの時代は一種の新 ロマン主義の再来 という側面を持っているのである。

本論の意図は、 こうした現世紀末 と類似 した懐古的ないし退行的なウィーン世紀末文化像を相対

化 し脱神話化する視点を、各文化の大きな潮流のなかに素描することにある。ただ、この大 きな

テーマに関 しては既に多 くの優れた先行業績があ り、そこにオ リジナルな論点を新たに提示する

ことは筆者の能力を超える問題である。従って、世紀末ウィーン文化研究において今後一層論究

されるべき課題を素描するにとどめ、その具体的な検証 と考察については今後の課題としたい。

2世 紀末ウィーン文化研究の翻訳文献

世紀末 ウィーン文化を文化社会学的な方法論により考察 した重要な翻訳文献 として、ジョンス

トンの 『ウィーン精神』、シ ョースキーの 『世紀末 ウィーン』、ジャニクと トゥール ミンの

『ウィットゲンシュタインのウィーン』を挙げることができよう。そ して最近翻訳が出たマグリ

スの 『オース トリア文学とハプスブルク神話』を合わせると、ほぼ基本的な邦語文献がそろった

ことになる。いずれもアメリカやイタリアの外国研究者の手になる浩潮な書物である。以下それ



ぞれの主たる論点を概略的にまとめておきたい。

まずジ ョンス トンの2巻 本の著作は、硬直化 したハプスブルク帝国の官僚制から生 じた経済学

者や法学者、オーストリア派マルクス主義者の出現経緯を考察し、ウィーンの作家、音楽家、画

家に共通する精神態度として、耽美主義的な芸術享受、政治や社会への無関心、そ して 「治療ニ

ヒリズム」を指摘 し、そこに通底するバロック的な死の想念から印象主義 と実証主義を説明し、

形而上学を否定 した実証的な科学哲学が生まれていったとす る。「治療 ニヒリズム」とは、1850年

頃ウィーンを支配していた医学上の考え方を指 し、病気を治すのは人間自身に備わっている自然

的治癒力であり、薬を使用すべきでないとする宿命論的な考えである。 これが現実への無関心と

諦念を呼び起こしたとする。そしてウィーンのみならずプラハとブダペス トの精神風土も考察対

象としながら、ブロッホの 「陽気な黙示録」をキーワー ドにウィーン社会のヤヌス的な二重性を

広範囲に分析 し、トータルとして実に精緻な知識社会学的研究 となった。しか しその結論は、「陽

気な耽美主義」といった多少 ともステレオタイプ化された世紀末文化像にとらわれているのは否

めない。

ショースキーの著作は、対象 として扱われている事象の範囲は狭いが、その分析 と叙述はより

慎重であ り深化されている。貴族的、カ トリック的、唯美的な方向と、ブルジョア的、法律尊重

的、合理主義的な方向においてオース トリアの文化遺産を概括的に定義 し、政治的興隆期の自由

主義的文化体制を都市形態と建築様式という媒体を通 じて探求し、自由主義的な政治的伝統から

離脱 し伝統的価値に挑戦した政治家たちを取 り上げ、フロイ トとクリム トを個別の典型として歴

史的社会的な背景から詳しく分析 し、最後に 「庭園の変容」 と 「庭園の爆発」 とい う言葉をキー

タームにしながら、歴史主義の崩壊過程に直面 して現れてきた文学潮流の新たな転換を文学世界

に追求 し、さらに世紀末の唯美主義に反抗する爆発的な表現言語の創造を絵画と音楽の領域に確

認 しようとする大胆かつ説得力のある試論である。世紀末芸術家たちの営為を歴史主義的な旧様

式への反逆としてとらえた点は、従来の文化縁とは一線を画 した特長を有 しているが、フロイ ト

を除いて主に芸術家のみをその考察対象としてお り当時の学術的方面を扱わなかった点が惜 しま

れる。

ジャニクと トゥールミンの著作は、従来イギ リス圏の思想史からとらえられていたヴィ トゲン

シュタインの思想的背景をなす世紀末ウィーンの社会 と文化を分析することによって、オース ト

リア的な文脈からその思想を解明 しようとするものであ り、世紀末ウィーンの文化社会に関する

全般的な分析および個々の観察は、きわめて多岐に渡 り示唆に富むものであるが、視点が拡が り

すぎて論点が拡散 したきらいがある。

また、マグリスの著作は、絶対的啓蒙主義から現代に至るオース トリア文学史を 「ハプスブル

ク神話」の形成過程として批判的にとらえ、超民族的な共同体の理想に存在根拠を求めるハプス

ブルク文化特有の思考形態のうちに、過去を不滅の 「神話」として美化する傾向を認めた画期的

な研究書である。世紀末文学者 として、感傷とイロニーに彩られた断章的なポエジーを生んだカ

フェー作家たち以外にも、とりわけフォン ・ザール、シュニッツラー、ホフマンスタール、カー



ル ・クラウスを取 り上げ、それぞれ帝国没落を威厳を持って耐え抜いてい く倫理的理想主義 と憂

愁を体現する文学から、空しい快楽主義と懐疑のつきまとう官能的欲望が映し出された文学、現

実から逃避 しバ ロック的仮装世界を創造する諦観の文学、そ してハプスブルク的デカダンス文学

の批判的文学として本質規定し、ハプスブルク神話を形成する文学ととらえる。ほとんどオース

トリア文学の枠内での研究であるために、世紀末文化像全体を考察するには不十分であるが、そ

の根本テーゼはかなり説得力のある精緻な立論を形成 している。

3世 紀末ウィーンの時代背景

1848年3月 革命後、18歳 にして即位 したフランツ ・ヨーゼフ皇帝は、人口増加 と経済的な必要

性から1857年 ウィーン中心部を取 り囲む城壁 とその周囲の軍事用遊休地を開放する勅令を出した。

これがいわゆるリングシュトラーセ開発計画の出発点とな り、60年 代から80年代にかけて次々に

豪華な歴史主義の建物が建造 されていった。 これによりウィーンは中世のバロック都市から近代

都市へと生まれ変わったのである。それぞれの建築様式に象徴的な意味を持たせながら、中世の

庶民文化を表すゴシック様式の市庁舎、バロック演劇を継承する初期バロック様式のブルク劇場、

学問の自由を表すルネサンス様式の大学、民主的なアクロポ リスの丘を再現 したギ リシャ様式の

国会議事堂、その他ルネサンス様式のオペラ座や美術史博物館、自然史博物館、新王宮や楽友協

会などが環状大通 りに沿 って、目を見張る規模と時間で建造されていった。これを可能にしたの

が新興ブルジョアジー、とりわけユダヤ系資本家たちの資金力であった。主として東欧から流入

したユダヤ人たちは、世紀末 ウィーンの全住民の10%近 くに上 り、金融業や商人、株ブローカー

などで瞬 く間に経済界を牛耳ったのである。彼ら新興ブルジ ョアジーは、かつて貴族が体現 した

文化遺産を我が ものとするために、過去の時代への歴史的関心、 とりわけ ロマン主義運動によっ

て喚起された中世への関心を根底とする懐古的保守的な趣味傾向を示 した。そして独 自の様式を

持たない 「折衷主義」ない し 「様式なき様式」 として若い世代か らは批判されながらも、その歴

史主義的な姿勢を貫徹 していった。従来保守的な否定的側面のみが強調されてきた これらの壮麗

な リングシュ トラーセの建造物群は、その意味で世紀末文化を生み出す挺子の部分であったのみ

ならず、世紀末文化を支えた後衛と考えられる。また ウィーンは表面的には再び好況を呈 しては

いたものの、コレラの蔓延や73年 の世界博覧会開催後の株式市況の大暴落、81年 の旧ブルク劇場

の炎上など、経済的社会的不安感が以後ずっと残存 してい く。そ して90年代後半にはブルジョア

ジーの権勢に翳り が見え始め、新興の下層市民階級や労働者階級が主導権を握 るようになって

いった。さらに各ナシ ョナ リズムが台頭 しせめぎ合いながら、帝国の理念たる超民族主義を脅か

し始める時代となった。

ところで、オース トリアはその間、政治的にはプロイセンとの戦いに敗れ、 ドイツを失いハン

ガ リーとのアウスグライヒ(和 協)で 二重帝国とな り、没落への道を歩み始めていた。ナース ト

リア帝国の落 日を決定づけた事件 として、59年 のソルフェリーノの戦い、66年のケーニヒグレー

ツの戦い、67年 の二重帝国の成立がある。これによって南チロルを除 くイタリアの大部分を失い、



新興国プロイセンに ドイツ領を取られ、反中央政府を 目指 したマジャール人たちが半独立国 と

なった。さらにチェコの民族主義台頭とともに多民族国家 ドナウ王国の内部は危機的状況を呈 し

つつあったのである。 こうした状況のなか ドイツ統一の外に弾き出された国家 としては、国威発

揚の体面上からもいっそ うリングシュトラーセの建造ラッシュに突 っ走 ったと考えられる。こう

して没落 してゆ く帝国の棺貌が、老皇帝ヨーゼフの謹厳実直な老いゆく姿 と二重写 しになって、

黄昏のウィーン像ができあがっていったわけである。 ウィーン文化の開花期が帝国の崩壊期と重

なり、 リングシュ トラーセ時代の表層的活況 と政治的社会的終息感が同時共存 したとい う事実こ

そ、ウィーンのアンビヴァレン トな二重性である 「陽気な黙示録」の時代的背景となっているよ

うに思われる。

4時 代の様式転換一クリム トの絵 「パラス ・アテナ」(図 版参照)

当時の伝統的、歴史主義的な美術の本流に反発 して分離派を旗揚げ したクリムトは、第一回分

離派展のポスターに横向きの守護神アテナ像を描 き、さらに翌年の1898年 パラス ・アテナを描い

た。この絵は、当時一般の美学観を挑発するものとなる。まずアテナの頭を覆っている黄金の兜

が彼女の顔を鼻梁まで覆い隠していることに観客は憤慨 した といわれる。また鎧についているメ

ドゥーサが舌を出して哄 っている表象が一般の不評を買ったらしい。これは国家の守護神にして

技術、音楽、学芸、戦の女神でもあるアテナが、巨人族ギガスとの戦いでパラスを倒 し、その皮

で鎧の胴をつ くりゴルゴン(メ ドゥーサ)の 首をその盾アイギスにつけたとい うギリシャ神話に

由来す るものであ り、当時の流行の形象の一つであった。クリムトは当時の考古学の新たな発見

に基づき、よりアルカイッ クな舌を出すメ ドゥーサ像を採用 したらしいが、この縁にはむろん当

時の美術界の保守的な在 り方を嘲笑 し挑発する気持ちが込められていただろうし、アテナのいわ

ばファム ・ファタル(宿 命の女性像)的 な側面とも見なせるだろ う。クリム トのアテナが象徴す

るのは、新たな芸術創造の守護神であり、伝統的歴史主義への挑発、世論への攻撃を示している。

またアテナの兜で縁取 られた顔 と首をフィルムのポジに置き換えてみると、そこに巨大な男根像

が現れる仕掛けになっており、 こうした隠し絵ないし騙 し絵をクリム トはその後も時折使ってい

る。さらにこの絵で注 目すべきは、右手の玉の上にのせている女性裸像であり、本来は勝利の女

神ニケ像であるが、ここではその後改めて描かれた 「ヌーダ ・ヴェリタス(裸 の真理)」を先取 り

し、時代の鏡を持 って問いかける肉感的な女性裸像 となって挑発 している。こうして伝統的イコ

ノグラフィーを歪曲し、官能的存在たる女性をモチーフに快楽 と苦痛、生 と死をめ ぐるアンビ

ヴァレントな在 り方を主題化 した様式転換期の典型的作品となったのである。ここに歴史主義か

らの脱却と新たな芸術創造への意欲がはっきりと認められる。

5各 文化ジャンルの様式潮流

〈美術〉

神話的、宗教的、歴史的枠組みにとらわれた伝統的アカデ ミズム美術から離れた 「分離派」 の



芸術家たちはクリムトを中心に芸術雑誌 「ヴェール ・サクルム(聖 なる春)」を創刊し、歴史主義

的で壮麗な大芸術に対抗 した。当時の主流派は神話画、歴史画により皇帝の評価を得ていたハン

ス ・マカル トの流れを汲むキュンス トラーハウスであったが、それに反発 した若手画家たちが新

たな美術運動を展開し始めたのである。ウィーン分離派は、 ミュンヘン分離派やベル リン分離派

に遅れて1897年 、クリム トをリーダーに結成 される。第一回分離派展の成功を皮切 りに、諸外国

の進歩的な芸術の新展開と連携 し、純粋に芸術的基盤に基づ く展覧会を開き、現代的芸術観を普

及させ、 より高次の芸術保護への関心を喚起 させるという4つ の主張を実践していった。こうし

た広義の ドイツ語圏のユーゲン トシュティール様式の特長は、集団性、多中心性、総合性にまと

められる。つまり分離派とウィーン工房はともに集団的な制作活動、意見表明、展示活動が大き

な役割を果たし、 ドイツ語圏では ミュンヘンやベルリン、ダルムシュタッ トなどいくつかの都市

で同時発生的な芸術運動として展開してお り、また建築、工芸、デザイン、絵画、彫刻を含む総

合芸術運動であった。クリム トは反歴史主義か ら出発 しながら、ウィーン大学の天井画をめ ぐる

スキャンダルの後、分離派内の保守派から離れ、ウィーン工房を舞台に応用美術を目指す。そこ

で彼はユーゲン トシュティールを基本にして、ジャポニズムの影響を受け、線的な芸術に向かい、

植物的アラベスク模様やメタモルフォーゼ(変 態)を 中心モチーフにしながら、装飾的象徴主義
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を完成させていく。そ して初期の寓意性から離れ、表層 と装飾に固執しながら風景画に向か って

いったのである。

クリム トの後継者たちとしては、その削ぎ落ちた肉体性と男女の性的葛藤へ とモチーフが先鋭

化 され、切迫した肉体の声を描出したエゴン ・シーレや、寓意性のない直蔵的表現で知られる夭

折の画家ゲルス トル(画 家としてのシェーンベルクの師でもある)、さらに装飾性を廃止 し激烈

な自我を直接表出する表現主義に向かったココシュカな どが挙げられるが、いずれもその活動の

場はすでにウィーンから離れていた。

〈建築 ・工芸〉

歴史主義の遺産たる豪華な装飾的 リングシュトラーセ建築への反発から、世紀末建築運動が始

まる。1894年 ウィーン美術アカデ ミーの教授に任命されたオ ットー ・ヴァーグナーは、歴史主義

的な装飾を取 り払っ た近代的建築の在 り方を追求し始めた。「芸術を支配するのはその実用性 の

み」 とい う言葉が ヴァーグナーの根本理念である。そ して彼を中心 とするア トリエに より、

ウィーンの都市鉄道の仕事が進め られていった。新素材の活用、壁面の露出、むき出しの平骨、

縁無しの窓な ど、機能的な建築物がつ くられ歴史主義が克服 されていく。カール駅舎や郵便貯金

局、シュタインホープの精神病院付属教会などの建築がその代表作である。建築界においてクリ

ムトと同様の働きを したヴァーグナーは、合理的実利的建築を志向し、近代都市整備計画として

の建築に向けて、人間性の復権と簡素さを追求 し、表現手段としての芸術性から解放する方向を

目指していった。彼の後継者 としては、分離派館を設計 し後にダルムシュタットへ活動拠点を移

したオルブ リヒ、合目的性 と優美さを兼ねた象徴的幾何学的装飾品のデザイナーとして知られ、

ユーゲントシュティールから後に擬古典主義へと向かった、ウィーン工房の創設者の一人ヨーゼ

フ ・ホフマン、「装飾は犯罪だ」と断罪し全ての装飾を否定し機能性を徹底的に追及 した一匹狼

アドルフ ・ロースな どを挙げることができる。 こうした建築様式の流れを汲むグロピウスは ドイ

ツでバウハウスを創始する。

〈文学〉

新興ブルジョアジーのウィーンを象徴するリングシュトラーセを建設 した父親たちが体現する

歴史主義や折衷主義、過剰な装飾や貴族趣味の模倣への反発から出発 し、1890年 代に活躍 した

「若きウィーン」派の作家たちには、ヘルマン ・バールや若 きホフマンスタール、シ ュニ ッツ

ラー、ベーア=ホ フマン、アンドリアン、アルテンベルクらが挙げられる。彼らの活動拠点は雑

誌 『現代文芸(後 に 「現代展望」と改名)』とカフェー ・グリーンシュタイ ドルであった。彼 ら都

市教養市民階級出身の文学者たちは、ニーチェの影響を受けベル リンの自然主義に対抗できる新

しい文学をウィーンに創造 しようとした。 この文学刷新運動は19世 紀後半の保守的閉塞的なオー

ス トリア社会文化状況への反発から起 こった。閉鎖的サロン文化から開かれたカフェー文化へと

展開していったこの文学グループが生みだ した作品は、象徴主義的で印象主義的な作風であ り、

退嬰的で感覚至上主義的に神経を研ぎ澄ました陰影を持ち、芸術至上主義的な唯美主義や心理主

義に彩られた都市文学であ り、いわゆる 「モデルネ」の文学 として、そこに新 ロマン主義の再生



を見ることができる。彼 ら 「若 きウィーン」派は根無 し草の自然 としての都市を発見し、知識体

験としての抽象性を帯びた言語体験 とい う共通の性格を持 っていた。そ してオペ レッタ風の享楽

主義と崩壊感覚のはざまに揺 らぐハプスブルク的なデカダンスを示 しながら、古典的自由主義の

人間観の崩壊を経験し、非理性的な根源的表象世界を作品化することに成功した。しかしオース

トリアに独自の国民文学を創ろ うとい う当初の意気込みは結局頓挫 し、10年 とい う短期間のうち

に解体 し、それぞれ独自の道を歩み始めたのは、そもそもこのグループが文学集団としてのまと

まりに欠けてお り、過渡期的な文学潮流を築いたに過ぎないことを示 している。例えばヘルマン

・パールは 『地方の発見』を説いてカ トリックに傾斜 し、ベーア=ホ フマンもシオニズムへの道

を歩み始め、ホフマンスタールも 『チャンドス卿の手紙』で言語の危機を語 り出したのである。

その背景としては新興ブルジョアジーの衰退 と労働大衆層の勃興が考えられ る。 また最初 この

「若きウィーン派」に属しながら後にこうした退嬰的な感覚主義的文学を激しく批判 したカール

・クラウスは、正確な言葉の復権を目指しながら世紀末文化の一翼を担った人物である。彼は建

築家ア ドルフ ・ロースおよび音楽家シェーンベルクと共同戦線を組んで情緒的感性を断罪 したの

である。

〈音楽〉

他の分野とは異なり、1890年 代の音楽界では分離派のような革新的運動はなかった。かろうじ

て存在 した対立は進歩派のブル ックナー派(代 表者ヴォルフ)と 伝統保守主義のブラームス派

(代表者ハンスリク)の 小さな対立である。96年 にブルッ クナーが世を去 り、翌年ブラームスも

亡 くなった後、97年にウィーン宮廷歌劇場指揮者に迎えられたグスタフ ・マーラーの登場を待っ

て音楽界も徐々に変化を見せ始める。後期ロマン派を代表する作曲家マーラーは、燗熟 した貴族

文化 とブルジョアジーの現実主義を混交し、伝統的交響曲手法を取 りながらも、激 しい情動的な

表現要請に従い、はからずも交響曲の集大成 とその崩壊を具現化 した人物となったが、後にア ド

ルノは彼の過渡期的な意味づけをアウ トサイダー的な 「逸脱」 としてとらえた。また彼の舞台音

楽の構想を補佐 したのが分離派の画家アルフレート・ロラーであったために、ハンス リクによっ

て分離派 と見なされた。マーラーを受け継いで1904年 国民歌劇場指揮者 となったツェムリンス

キーは、「労働者シンフォニーコンサー ト」を企画して大衆向け演奏会の端緒を開く。そして彼の

弟子で現代音楽の始祖たるシェーンベルクに至 り、歴史的伝統的調性音楽が否定され無調音楽が

創出されたら彼は不協和音を調性和音と同列に扱い、形式の短小化 と表現の圧縮をめざした。そ

の後継者 としては和声 と調性に基づ く構造を解体したヴェーベルンや ビューヒナーの改作オペラ

『ヴォツェヅク』により現代オペラの金字塔を打ち立てたアルバン ・ベルクなどが挙げられる。

彼 らの音楽のもう一つの革新性は高 尚音楽 と大衆音楽 との橋渡 しとなったことである。実際

シェーンベルクらは純粋音楽に没頭 していたばか りではな く、食うためとはいえ、カバレーやオ

ペ レッタなどの軽音楽の作曲も行っているのである。ここにもブルジョアジーから下層市民階級

への実権移譲が見られる。



〈思想 ・心理学 〉

伝統的な哲学の統合的、構成的原理 としての理性を反映する表現法から言葉を解放 し、人間の

思惟と言葉とを価値や世界、人生といった解決不可能の諸問題から切 り離し救済 しようとしたの

が、ヴィトゲンシュタインである。「語 り得ぬものについては沈黙せねばならない」という総括の

言葉は、ギリシャ以来の形而上学を無意味だと切 り捨てている。彼の思想的先駆者が、実体とし

ての自我を否定 し感覚の複合であると主張 した経験主義哲学者に して物理学者のエル ンス ト・

マ ッハと、徹底 した唯名論的言語学者マウトナーであり、こうした思想の系譜は後にカルナップ

らウィーン学団の論理実証主義によってさらに定式化されていった。また経済学では、普遍的要

素に基づく論理的体系 として経済行為を基礎づけようとした限界効用理論の経済学者カール ・メ

ンガーを中心とするオース トリア学派が形成され、心理学では人間の うちに潜む無意識を発見 し

その分析を通して非理性的な深層の領域を科学的に探求 しようとする深層心理分析家フロイ トが

登場 した。フロイ トの文学的双生児がシュニッツラーだとすれば、絵画ではクリム ト、シーレが、

音楽では調和的構成的世界から情動的な世界へ向かったマーラーがフロイ ト的ロマン主義の具現

者と考えられる。いずれも歴史主義的なアカデ ミズム世界観への反逆ないし革新の精神が看取さ

れる。

6「 世紀末ウィーン文化」の新たな像を求めて

ステ レオタイプ化された世紀末 ウィーン文化像を相対化 させる視点をい くつか挙げ本論のまと

めとする。

〈新たな表現意志の発露 と過渡期性、同時共存性〉

以上各文化ジャンルの様式傾向の変遷過程を大きくまとめていくと、国家レベルの建築 ・美術

か ら市民 レベルのそれへ、歴史主義のアカデ ミズムか ら独 自の新 しい芸術志向たるユーゲン ト

シュテ ィールへの移行、ニーチェ的な意味におけるアポロ的調和世界からディ:オニュソス的惑乱

世界へ、合理主義から非合理主義への方向転換が窺えよう。それは他方、伝統的家父長制から女

性的原理の発見と創造への移行を意味しており、その具体例 として女性像ファム ・ファタルの登

場を挙げることができる。サロメやスフィンクスとい う神話的形象を借 りて現れるファム ・ファ

タルは女性の社会進出と関わる時代の産物であ り、この妖婦 とともに性の問題が語られ始めたの

である。伝統的価値意識から解放された芸術家たちは、根源的非理性的な 「本能」の表象世界を

発見 し、そこから全体的生の描出を希求した。概念的には構成的、統合的原理 としての理性を拒

否 して、言語危機の意識から新たな言語表現形式の創造へ、個人の内的言語形成ないし抽象化へ

と向かったと言えよう。 こうした美の司祭から社会的表現者への脱皮は、単なる現実逃避ではな

く、逆に冷静な現実分析を根底に有してお り、社会の因襲によって制約を受けた個人の生の在 り

方を直視する批判的側面を持っている。クリム トやシュニ ッツラー、ホフマンスタール、オッ

トー ・ヴァーグナー、ロース、シェーンベルク、フロイ ト、ヴィトゲンシュタインらの営為は、

ベル ・エポック、アール ・ヌーボー、表現主義 といった同時代の汎ヨーロッパ的な文化潮流のコ



ンテクス トに置き直せば、普遍的な芸術および学術的潮流の新たな転換であったことが分かる。

その意味で、 ドイツ語圏全体からの視点と中央 ヨーロッパ全体からの視点、さらには全ヨーロッ

パからの空間的な拡が りにおいてウィーン世紀末文化をとらえ直すべきであり、それによって、

また逆にウィーンとい う都市文化の特殊性 としての過渡期性が浮かび上がって くる。つまりこの

ように胚胎した新たな動向が実際に花開 くのは他の都市へ移ってからであり、ウィーンでは一時

的なあだ花に過 ぎなかった点である。移 り気なウィーンの排他性と保守性が、文化的革新運動を

生み出しながら、それを持続的に育てていく力を持ち得なかったのである。しかしこの保守的な

旧弊こそ、逆にアヴァンギャル ドを生み出す土壌ともなり近代的変革との複合的共存をもた らし

たのも事実である。一般化 して言えば、ウィーンでは激 しい芸術的思想的対立状況 とはなりえず、

革新派が保守派に取 り込まれて融和する構造をとることが多い。これは多民族国家の帝都ウィー

ンのコスモポ リタン的特性 とも関わっている。そ して普遍的潮流への敏感な感受性 とそれを育む

土壌は、とりわけ東欧から来た同化ユダヤ人たちの知的熱情と疎外感にその恩恵を受けている。

〈後衛 としての歴史主義者たち〉

歴史主義 として今日ほとんど無視されている当時の流行芸術家たちは、こうした様式転換の前

提 となる新たな形式への予兆を示 している。例えば、ハンス ・マカル トの絵は ヨーロッパの宮廷

絵画を継承するバロックの巨匠たちを模倣 しているが、一方で闇から浮かぶ女性の裸身像は通俗

的なエロティシズムを感 じさせるものであり、また建物の内装から衣装まで記念式典の総合デザ

イナーとして総合芸術家の一面をも見せてお り、その装飾性 とともにクリム トに引き継がれてい

る。建築ではブルク劇場や美術史 ・自然史両博物館を設計 した旧世代のゴッ トフ リー ト ・ゼ ン

パーが、ウィーンの都市景観の形成に力を尽 くし、その近代建築理論に よりオッ トー ・ヴァーグ

ナーに大きな影響を与えた人物である。音楽では保守のブラームス派に対抗したブルックナー派

の代表者たるヴォルフが、 リヒャル ト・ヴァーグナーの音楽を熱狂的に支持して後のマーラニの

音楽に示唆を与えた。またウィーン大学精神医学科のクラフ ト=エ ービング教授が 『性的精神異

常』を書いて性に対する偏見を改め、フロイ トの革新的研究を可能にする環境を整えたし、『ヒス

テ リー研究』は病因を性にあるとする先輩のブロイアーとの共著である。『感覚の分析』で知られ

るエルンス ト・マ ッハや 『言語批判』において世界認識の手段 としての言語を疑問視 したブリッ

ツ ・マウ トナーのヴィトゲンシュタインに与えた影響も同様の文脈で考えることができるだろう。

こうした革新的思考を生み出す素地 としての前向きの歴史主義派や新思考の架け橋となる媒介者

たちの積極的側面を掘 り起 こし、様式転換に歴史的連続性を見る研究もなされるべきであろ う。

〈郷土芸術運動〉

ヴァッハラー、パルテルスらが 『国土』や 『郷土』といった雑誌を活動拠点にした ドイツの郷

土芸術運動の影響を重視 してウィーン都市文化を相対化する視点も重要である。彼らは機械化文

明に毒された民族の創造力を取 り戻せと主張し 「ベル リンを離れよ」をスローガンに健全なる郷

土を称揚 したが、オース トリアでも同様に 「ウィーンを離れよ」をスローガンに、ローゼッガー

が 『地方の発見』を書き、バールが同 じ題で論評したのがきっかけとなり反都市文学、反 「若き



ウィーン派」の運動が沸 き起 こった。この運動は近代化による社会変動についていけない農民層

や小市民層のルサンチマンに訴えかけ郷土神話と不動主義のユー トピアを提供した。 しかも郷土

文学に属する劇作家シェーンヘアの作品 『信仰と故郷』や農民文学の伝統を踏まえ数多くの農村

小説を書いたチロルの作家グラインツ、歴史小説家シュレル ンらの作品は当時多くの読者を得て

いたのである。都市対地方、ブルジョアジー対小市民、印象主義対写実主義といった文化的対立

は、ウィーンの大衆の勃興 とともにむしろ後者に凱歌が上がった。そしてカフェー文学も一種の

郷土文学だととらえる視点か ら 「地方都市」 ウィーンの相対化が可能 となる。 こうした反近代性、

反主知主義を唱えた郷土文学を支持する土壌が、後に ドイツ民族主義や反ユダヤ主義(カ ール ・

ルエーガーがその代表者である)、 さらにはカ トリック文学運動と結びついてアウス トロ ・ファ

シズムに繋がる運動 となったのは言 うまでもない。

〈リアリズム作家たち〉

また写実主義的な作家たちに目を向ければ、世紀末ウィーンにデカダンス文学 とは異なる文学

的営為のあったことが分かる。ノーベル平和賞を受賞したズッ トナーは、反戦小説 『武器を捨て

よ』により当時ベス トセラー作家 となり、その後平和運動家として国際的に知られた。またモラ

ヴィア生まれのユダヤ人作家ダーフィットは、 リアリスティヅクな手法でウィーン小説 『途上の

死』や 『かなたへ』などにより、いわゆるデカダンス文学 とは異なる彫琢された社会批判的作品

を残 した。こうした冷静なリアリズム文学の小さな系譜も、 クリシェー化されたウィーン世紀末

文学の多面性を示す一例である。

〈ウィーン世紀末社会の暗部〉

最後に、世紀末都市ウィーンの陰とも言 うべき社会の底辺を覗いておきたい。1840年44万 人

だったウィーンの人口は、1880年 には70万人、1918年には223万 人に膨れ上がった。帝国の地方か

らの大量移住者たちによるこの人口爆発は、住民構成 と社会構造を変化させ、貧困や住宅、教育、

民族、階級問題などを引き起 こした。そして社会主義や民族主義、反ユダヤ主義がウィーンの下

層労働者の心をとらえ、ブルジョアジーの自由主義を脅かしていったのである。つま りヴィク

トーア ・アー ドラー率いる社会民主党や、カール ・ルエーガー率いるキリス ト教徒社会党が、労

働者や下層小市民層を取 り込んで、強大な大衆運動を展開したわけである。1900年 にはウィーン

人口の8.6%を 占めたユダヤ人たちも富裕層 と貧困層に両極化 し、『性 と性格』を書いた反ユダヤ

主義者に して女性差別論者のヴァイニンガーからシオニズムの創始者たるヘルツルに至るまで、

きわめて錯綜 した状況を生んだ。底辺に住む人々の うちでも、例えばシュニッツラー描 くところ

の 「かわいいおぼこ娘」の正体は、劣悪な住宅環境で暮 らすお針子や僅かの賃金に縛 られた屋敷

奉公の女中たちに他ならず、ダブル ・モラルの都市 ウィーンの犠牲者でもあった。彼ら下層階級

の楽 しみは、ヴルステル ・プラーターの見世物小屋や場末の飲み屋、5ク ロイツァー ・ダンス

ホールなどで小さな気晴らしをすることである。世紀末ウィーン文化を考える場合、従来あまり

論 じられることの少ないこうした社会の底辺から庶民文化との連関において再考する必要性があ

るだろう。



むすび

ヘルマン ・ブロッホは、いわゆる泡沫会社乱立時代(1870-90)の オース トリアの精神状況を

「価値の真空状態」と呼んだが、それはまた多民族国家の緩やかな統一共同体であったハプスブ

ルク王朝をかろ うじて支え続けたものが、空虚な象徴的帝冠に過ぎなかったことをも示 している。

中心となるべき価値の喪失を埋め合わせようとして、「世紀末」という言葉を 「世紀転換期」に置

き換え、退行的ウィーン世紀末文化像から脱却 し、積極的かつ革新的な文化を創造しようとして

文化の創造者たちは懸命の努力を重ねた。その結果、ウィーン独特 の様式文化のあだ花が咲き

誇 ったが、排他的で移 り気な地方都市ウィーンは結局そ うした文化革新の継続的推進には力を貸

さなかったのである。 ウィーンの文化活動の錯綜 した諸相を明らかにするためには、当時の社会

的、民族的、言語的、思想的実相をさらに冷静かつ実証的に解明し、とりわけ対立を回避 して傍

観する 「不動主義」の内実を分析 して、保守と革新の同時共存を可能にするウィーンの社会文化

の特殊性を具体的に考察 していくことが重要な課題であろう。そして作家や芸術家、思想家の個

別的な研究の成果を取 り入れながら、文化社会史的なウィーン共同研究が活発に推進され、広 く

ヨーロッパ全体から俯瞰 される総合的かつ学際的な共時的研究が行われることによって、世紀末

ウィーン文化像もさらにまた異なった相貌を見せ始めるに違いない。

主要参考文献(邦 文のみに限定):

論文:

鍛治哲郎:今 日の 「世紀末ウィーン」像(「 オース トリア文学」7号 、1991)

(鍛治氏は、享楽と憂愁の蠱惑 的な世紀末ウィーン、耽美主義の牙城としての高踏的な世紀末ウィーン、

鋭い批判と反省を突きつける世紀末ウィーンとい う3類 型に従来のウィーン世紀末像を分類 し、それが

現在ではもはや明確な相貌を持ちえず、一方で膨張しつつ弛緩 し、他方相対化され収縮していることを

指摘 し、世紀転換期のオース トリア文学への新たな取 り組みが必要であると説いている。)

鈴木隆雄:世 紀末 ウィーンの日陰(木 村編rウ ィーン世紀末の文化』所収、1990)

(鈴木氏は、世紀末文化を享受できた上流市民階級とは異なる、下層市民や労働者たちの生活実態 と生

活感情を掘 り起 こし、ブルジョアジーのリベラリズムを脅かす プロレタリアー トたちの文化的実相と

「赤 きウィーン」実現への革命的な志向を社会的背景を含めて精緻に分析 している。)

八幡康貞:思 想の運命 ・都市の運命(同 上、1990)

(八幡氏は、言語革命としての世紀末 ウィーン文化を焦点にして、近代の理性主義を廃棄 し新たな創造

的精神が生まれた経緯を説明し、新 しい語法の構築に向かった 「ロゴス型」の精神(ヴ ィトゲンシュタイ

ソ、メンガー、シェーンベルク、ロース)と 、非理性的な諸要因を表象化する 「イマゴ型」精神(フ ロイ

ト、シュニッツラー、マーラー、クリム ト)に 分類 し、世紀末ウィーン文化の革命的側面を強調 し論述 し

ている。)

伊藤哲夫:世 紀末 「ウィーンの近代建築」の成立をめぐって(同 上、1990)

(伊藤氏は、ナ ットー ・ヴァーグナーを始めとするウィーンの近代建築の創始老たちが、大 きな困難に

直面 しながら展開していった潮流を分析し、その思想的背景としてイギ リス的な実利精神があったこと

を述べ、ギリシャ・ローマの古典的調和的世界と内面の真実を求める実利主義との拮抗のなかで彼らの

建築の魅力が生まれたと結論づけている。)



水 沢 勉:ウ ィー ン の世 紀 末 美 術(小 学 館 世 界 美 術 大 全 集 第24巻 「世 紀 末 と象 徴 主 義 」 所 収 、1996)

(水 沢 氏 は、 ク リム トを 中 心 に 反 ア カデ ミズ ム運 動 の 一 環 と して 結 成 され た ウ ィ ー ン分 離 派 の 展 開 過 程

を 説 明 しなが ら、 や が て シー レや コ コ シ ュ カな どの 次 世 代 へ と移 行 して い った 美 術 界 の 潮 流 を 明解 に 叙

述 して い る。)

書 籍:

ジ ョ ンス トン 『ウ ィー ン精 神 』 全2巻(み すず 書 房)1986

シ ョー ス キ ー 『世 紀 末 ウ ィー ン』(岩 波 書店)1983

ジ ャニ ク/ト ゥール ミン 『ウ ィ トゲ ン シ ュタ イ ン の ウ ィー ン』(TBSブ リタ ニ カ)1978

クラ ウデ ィオ ・マ グ リス 『オ ー ス トリア文 学 と ハ プ ス ブル ク神 話 』(水 声 社)1990

木 村 直 司編 『ウ ィ ー ン世 紀 末 の文 化 』(東 洋 出版)1990

鈴 木 隆 雄 ほか 編 『オ ー ス トリア文 学 小 百 科 』(水 声 社)1997

ヴ ァイ セ ンベ ル ガ ー 『ウ ィー ン1890-1920芸 術 と社 会 』(岩 波 書 店)1995

ヘ ル マ ン ・プ ロ ッホ 『ホ フ マ ン ス タ ー ル とそ の時 代 』(筑 摩 書 房)1971

ヒル デ ・シ ュ ピ ール 『ウ ィー ンー 黄 金 の秋 』(原 書 房)1993

ヴ ィ リ ・バ ース 『ベ ル ・エ ポッ ク』(岩 波 書 店)1985

シ ュテ フ ァン ・ツ ヴ ァイ ク 『昨 日の 世 界 』(み す ず 書 房)1973

『世 紀 末 の美 と夢』 第2巻 『華 麗 な る頽 廃 』(集 英 社)1986

『ドイ ツ の世 紀 末』 第1巻 『ウ ィ ー ン聖 な る春 』(国 書 刊 行 会)1986

シ ュモル=ア イ ゼ ンヴ ェル トほ か 編 『論 集 世 紀 末 』(平 凡社)1994

『ウ ィー ン大 研 究』(春 秋 社)1992

『ユ リイ カ 特 集 ウ ィー ンの 光 と影 』(青 土 社)1987年7月 号

シ ュ ニ ッツ ラー 『ウ ィー ンの 青 春 』(み す ず 書房)1989

アル マ ・マ ー ラー 『グ ス タ フ ・マ ー ラ ー回 想 と手紙 』(白 水社)1973

平 田達 治 『輪 舞 の都 市 ウ ィ ー ン』(人 文 書 院)1996

ニ ー ケ ・ワ ーグ ナ ー 『世 紀 末 ウ ィー ンの精 神 と性 』(筑 摩 書 房)1988

『陽 気 な 黙 示 録 一 オ ース ト リア文 化 研 究 』(中 央 大学 出 版部)1994

村 山 雅 人 『反 ユ ダ ヤ主 義 一 世紀 末 ウ ィ ー ンの政 治 と文 化』(講 談 社)1995

渡 辺 護 『ウ ィー ン音 楽 文 化 史』 上 ・下(音 楽 之 友 社)1989

ベッ テ ル ハ イ ム 『フ ロイ トの ウ ィー ン』(み すず 書 房)1992

宝 木 範 義 『ウ ィー ン物 語』(新 潮 社)1991

森 本 哲 郎 『ウ ィー ン』(文 芸 春秋)1992

山 之 内 克 子 『ウ ィー ンー ブ ル ジ ョア の 時代 か ら世 紀 末 へ』(講 談 社)1995

バ ーバ ラ ・ジ ェラ ヴ ィ ッチ 『近 代 オ ー ス トリア の歴 史 と文 化 』(山 川 出版 社)1994

ジ ョン ・ル カ ー チ 『ブダ ペ ス トの 世紀 末』(白 水 社)1991

平 野 嘉 彦 『プ ラ ハの 世紀 末 一 カ フ カ と言葉 の アル チザ ンた ち』(岩 波 書 店)1993
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